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労働看協同組合法案の哩念になぜ注目するのか

その「現実性」がもっ可能性への期待と課題

前田恭宏（社会民主党政策審議会事務局）

はじめに

　社民主義のいまの時代に問いかけられる理

念とは、何であるべきか一。

　気が重いテーマです。理屈ではなく、実利

を尊ぶ習性が染みつく筆者としては、働く者

の意思と意欲が最大限いかされる社会の実現。

この成果による、勝ち抜きの論理に貫かれる

市場原理の制御をという、イメージになるで

しょうか。少なくともこの構えがあれば、労

働者が資本の従属物になることからは免れる

はずだと考えるのです。

　ここまでは、頭の体操ということで、まだ

楽しみの時間ではあります。ところが、「どう

実現するか」という具体化の段になると、途

端につまずくことになります。この嘆息から、

やっと解放されたのが昨年三月でした。「じゃ

あ、なぜ悩みから抜け出せたのか」。始めにタ

ネ明かしをするべきかもしれませんが、本稿

が興ざめになりかねないおそれもあることか

ら、後回しにします。

　ただし、多様性に代表される成熟社会が進

めば進むほど、絵空事ではない、「現実性」こ

そが試されざるをえない。このことだけは確

かといえます。

1労りのない施策の’一爪痕I’

種経済指標が出揃いつつあります。一方で、

私たちの生活レベルからみれば、そのような

実感を持ちえないのも事実です。

　にもかかわらず、小渕内閣以降の連立政権

は、リストラの全面的な支援策としての産業

再生法の制定に象徴される、大企業向け「大

甘の助成策」を連発してきました。背景には、

国際大競争時代を生き残るためにも規制緩和

の徹底は不可欠であり、またそれゆえの「淘

汰の原理」に対する“あまりに善意な信奉”

が透けて見えます。剥き出しの市場原理は、

一人ひとりをばらばらにし、地域社会の解体

すら引き起こすことになりかねない「落し穴」

（高い代償）が待っているにもかかわらずです。

　このような死滅したはずの「資本の教義」

の横行を許すほど、私たちは“ヤワではない”

はずです。そのためにも、働く側の鮮明な対

抗軸が必要となります。筆者の目的意識は行

きつ戻りつするのですが、最終的には人と人

とのきずなを大切にするコミュニテイの再生

へと収鰍していきました。それは、市場の拡

大によって穴のあいた家族・地域杜会をみん

なで支え合いながら、人々の手が届く自己実

現の「場」として創りあげて行くことを指し

ます。また、黙々と働く労働者や杜会的弱者

の皆さんに届く、“国民総ぐるみ”の「生活再

建型」経済政策としての役割もあわせ持つと

考えたのです。

景気回復に向けた“兆し”がうかがえる各
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2　出香待つ市民主体の福祉杜会

　我流の定義ですが、杜会保障とは、国民一

人ひとりの自助努力だけでは克服できない生

活の不安を、政府と国民が協力し合い、解決

していく機能である一と考えます。

　とりわけ政府には、国民の生活不安を解消

する政策の総動員が求められています。

　年金、医療は社会保障の主要な構成要素で

はあるものの、それだけでは安心した生活を

保障することはできません。例えば、日本経

済の高コスト体質を温存したままで、老後の

生活を年金のみで保障しょうとすれば、杜会

保険料が増加するのは当然でしょう。この撞

着を避けるには、高齢者の生活費を低減させ

るような総合的な経済・社会政策の実施が求

められます（高齢者・障害者向けバリアフリ

ー住宅の整備、公共料金の引き下げ、介護機

器等の公的なリース制度の創設など）。

　暮らしの場・生活者に視点を移すならば、

杜会保険等の金銭的な相互補助だけではなく、

市民参加を基軸に置く、直接的なサービスの

相互扶助システムも取り入れていくことが大

切になります。政府は市民の主体性が発揮で

きる制度の整備に本腰を入れなくてはなりま

せん（優遇税制、融資、教育訓練援助など）。

　論を進めるなら、21世紀のあるべき杜会保

障制度の確立には、「新しい二一ズに対応でき

る手厚い支援」と、「無駄の生じない効率的な

サービス提供システムの構築」こそが、最優

先の課題になるということです。

　前者については、少子高齢化、核家族化、

女性の社会進出という社会構造の変化によっ

て緊急度が高まる高齢者介護や育児・障害者

ケアなど、広範な分野の社会サービスを対象

とし、必要な人なら誰でも受給できる「普遍

主義」に根ざす支援の提供がめざされなくて

はなりません。

　いま一つの柱である「無駄のない効率的な

システムづくり」には、市民参加の活用と選

択の目由の機能化が不可欠の要素となります。

現行制度は、資金の徴収、管理・運営、（相談

活動を含めた）サービスの提供等に至るまで、

公共部門の深い関与を前提にしています。し

かし、この硬直化がもたらす弊害は誰の目に

も明らかです。適切な資源配分を促していく

観点からも、協同労働組織やNPOなどとの有

効な連結を図ることは、時代の要請でもある

はずです。

　以上の方向性に基づく社会保障においては、

公共部門が新たな二一ズを積極的に発掘し、

資源を調達する一方（「公助」）、サービス提供

の段階では、協同労働組織・NPO等が大きな

役割を果たすなど（「共助」）、無駄のない利用

者本位のサービス網が整うことになります。

その上で、市民がサービス水準の決定権を握

るという意味での、受益者の公平かつ適正な

負担（「自助」）が図られるならば、「公共部門」、

「協同組織・NPO」（民間事業者の参入など適

正な市場原理の導入含む）、「個人」が有機的

に連環する持続可能な社会保障システムを確

立できるはずです。

　「公」が独占的な地位を占める福祉国家

（旧来の「大きな政府」論）ではなく、「公」

も含む種々の社会構成体が参画し、役割分担

する「大きな社会」＝「ネットワーク型」福

祉社会像こそが、望まれているということな

のです。

3「目からウロコ」の労協運団

　目的に近づく手段がないための閉塞感から、

筆者がなぜ脱することができたのか、タネ明

かしをしたいと思います。

　日本労働者協同組合連合会（以下、労協連）

の取り組みを知ったからに他なりません。

既述の内容からも、この言が“ほめ殺し”で

ないことは理解して頂けると思います。めざ
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